
　犬や猫の飼い主は、周囲に迷惑や危害を及ぼ
さない心くばりとしつけが大切です。
　この機会に動物の愛護と適正な飼養について、
理解と関心を深めましょう。

飼い犬の放し飼い（ノーリード）は
やめましょう！

　散歩のときも、引き綱は必ずつけて、いつでも
犬を制止できる人が同行しましょう。周りの人間
が犬好きとは限りません。犬が苦手な人にとって
は、小さく可愛い犬でも歩いているだけで怖く感
じるものです。
　そして、自宅でもきちんとつないで（特定犬は
オリの中で）飼いましょう。

犬の登録と狂犬病予防注射を
うけましょう！

　室内飼育、室外飼育の区別なく、生後３か月以上
の犬に「登録」と「狂犬病予防注射」をしましょう。
　鑑札・注射済票には登録番号が記載されていま
す。もしも飼い犬が迷子になっても、装着されて
いる番号から飼い主の元に戻すことができるの
で、必ず首輪などに装着しましょう。

猫は室内で飼いましょう！

　交通事故や感染症から猫を守るために室内で飼
育しましょう。
　放し飼いの猫は、ご近所の庭を汚したり、鳴き
声で迷惑をかけたりします。さらに、自由な交配
が行われ、のら猫が増えてしまい、結果的に地域
の方々に迷惑がかかるので、放し飼いはやめま
しょう。

犬や猫を捨てないで！

　無責任な飼い主が捨てた犬や猫に関する苦情が
増えています。新たな飼い主はそう簡単には見つ
からないものです。飼い犬や飼い猫が妊娠しない
ように、メスならば不妊手術、オスならば去勢手
術を行いましょう。それは不幸な子犬や子猫を増
やさないためのペットを飼う人の責任です。

犬・猫にエサだけ与えている人へ！

　エサを与えるだけで、その後管理をしない無責
任な行為は、結果的に数をどんどん増やすことに
なり、ご近所迷惑なだけでなく、不幸な犬・猫を
増やしてしまうのでやめましょう。

【問合せ】環境保全課（内線125）・笠間支所地域課（内線72115）・岩間支所地域課（内線73115）

環境美化につとめましょう！

　散歩中、『ふん』をしたときは、必ず持ち帰りま
しょう。
　排泄物の始末は飼い主の義務です。公共の場所
（公園、道路など）や他人の土地、建物を汚さない
ようにしましょう。

※�犬のふんを塀のわき、田畑や空き地などに放
置され、困っているとの苦情が市に寄せられ
ています。飼い主の方の責任で必ず処理して
ください。

9月は
10月は です

動物愛護月間
飼い主マナー向上推進月間

平成27年　広報かさま9月号（vol.114） 14


